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ぱ  る  じゃ

　
県
産
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
独
自
品
種「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー

ト
」の
初
競
り
が
６
月
24
日
、
八
戸
市
中
央
卸
売

市
場
で
行
わ
れ
、
上
位
等
級
品「
青
森
ハ
ー
ト

ビ
ー
ト
」
は
地
元
ス
ー
パ
ー
が
１
箱
40
万
円
の

最
高
値
を
つ
け
ま
し
た
。

　
初
競
り
に
は「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」37
箱
、「
青
森

ハ
ー
ト
ビ
ー
ト
」８
箱
が
競
売
に
並
び
ま
し
た
。

　
小
原
良
洋
組
合
長
は「
農
家
の
活
力
が
品
質
に

つ
な
が
り
ま
す
。
私
た
ち
が
元
気
に
な
れ
る
よ

う
な
価
格
が
つ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
ん
ぼ
専
門
部
の
留
目
秀
樹
専
門
部
長

は
「
今
年
も
高
値
で
落
札
し
て
い
た
だ
き
感
無

量
。
今
年
も
味
が
濃
く
、
甘
み
や
酸
味
の
バ
ラ

ン
ス
が
よ
い
サ
ク
ラ
ン
ボ
に
な
り
ま
し
た
」と
述

べ
ま
し
た
。

　
今
月
に
入
り
朝
晩
の
寒
暖
差
が
小
さ
く
色
づ

き
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
生
育
は
順

調
で
十
分
な
収
量
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
野
菜
総
合
部
会
、
果
樹
総
合
部
会
、

花
き
部
会
は
６
月
９
日
、
八
戸
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル
で
、

令
和
７
年
度
Ｊ
Ａ
八
戸
野
菜
・
果
樹
・

花
き
共
販
大
会
を
開
催
し
、
関
係
機

関
、
取
引
市
場
、
品
目
専
門
部
役
員
、

Ｊ
Ａ
担
当
職
員
約
１
４
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
野
菜
総
合
部
会
の
堰
合
繁
部
会
長
は

「
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
よ
う
な
雨
が
何
回
か
続

き
、
品
質
低
下
や
収
量
減
へ
と
つ
な
が

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
取
引
市
場
の

方
々
の
努
力
の
結
果
、
高
値
で
販
売
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
春
か
ら
毎
週

の
よ
う
に
長
雨
が
続
い
て
い
ま
す
。
生

産
者
の
皆
さ
ん
は
、
栽
培
管
理
に
努

め
、
良
質
・
多
収
生
産
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
取
引
市
場
の
方
々
へ
は
適
正
価

格
で
の
販
売
を
お
願
い
し
ま
す
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
取
引
市
場
が
市
場
情
勢
報
告
を
行
っ

た
ほ
か
、
庭
田
浩
克
営
農
経
済
次
長
が

令
和
７
年
度
の
品
目
別
作
付
面
積
と
作

柄
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

水
梨
利
己
営
農
経
済
部
長
が
令
和
６
年

度
の
販
売
実
績
と
令
和
７
年
度
の
販
売

計
画
お
よ
び
販
売
対
策
を
説
明
し
ま
し

た
。

　
最
後
に
野
菜
総
合
部
会
は「
地
域
発

展
に
努
め
安
心
・
安
全
な
野
菜
の
安
定

供
給
す
る
こ
と
で
販
売
目
標
額
68
億
円

達
成
」、
果
樹
総
合
部
会
は「
栽
培
管

理
の
徹
底
を
図
り
良
質
生
産
に
取
り
組

み
10
億
円
を
目
指
す
」、
花
き
部
会
は

「
生
産
技
術
の
向
上
と
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
花
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
２
億

円
を
目
指
す
」と
各
部
会
長
が
目
標
確

認
を
行
い
、
販
売
目
標
額
81
億
円
達
成

を
目
指
し
て
、
若
林
政
秀
専
務
が
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
販
売
実
績
は
野
菜
総

合
部
会
が
54
億
８
，６
０
０
万
円（
前
年

対
比
１
０
３
・
４
％
）、
果
樹
総
合
部
会

が
８
億
７
，２
０
０
万
円
（
前
年
対
比

１
０
９
・
１
％
）、
花
き
総
合
部
会
が
１

億
７
，２
０
０
万
円
（
前
年
対
比
１
０

８
・
８
％
）と
な
り
ま
し
た
。
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る
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」、
花
き
部
会
は

「
生
産
技
術
の
向
上
と
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
花
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
２
億

円
を
目
指
す
」と
各
部
会
長
が
目
標
確

認
を
行
い
、
販
売
目
標
額
81
億
円
達
成

を
目
指
し
て
、
若
林
政
秀
専
務
が
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
販
売
実
績
は
野
菜
総

合
部
会
が
54
億
８
，６
０
０
万
円（
前
年

対
比
１
０
３
・
４
％
）、
果
樹
総
合
部
会

が
８
億
７
，２
０
０
万
円
（
前
年
対
比

１
０
９
・
１
％
）、
花
き
総
合
部
会
が
１

億
７
，２
０
０
万
円
（
前
年
対
比
１
０

８
・
８
％
）と
な
り
ま
し
た
。

ぱ
る
じ
ゃ 

も
く
じ

７
月
号



賛
成
多
数
で
全
議
案
を

　
　
　原
案
ど
お
り
承
認

　
当
Ｊ
Ａ
は
６
月
26
日
、
グ
ラ
ン
ド
サ

ン
ピ
ア
八
戸
で
、
第
16
回
通
常
総
代
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
総
代
本
人
出
席

１
１
２
人
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使

者
３
６
６
人
、
合
計
４
７
８
人
の
総
代

過
半
数
の
出
席
に
よ
り
、
総
代
会
が
成

立
し
ま
し
た
。

　
小
原
良
洋
組
合
長
は「
当
Ｊ
Ａ
は
合

併
以
来
、
健
全
経
営
の
た
め
に
自
己
資

本
の
増
強
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
平
成
23
年
度
か
ら
農
産
物
の
販
売

金
額
に
応
じ
た
利
用
増
資
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
化
や
離

農
に
よ
る
脱
退
で
の
出
資
金
の
減
少
傾

向
は
続
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
施

設
や
設
備
の
更
新
等
、
将
来
の
リ
ス
ク

に
備
え
る
為
に
、
剰
余
金
を
確
保
し
内

部
留
保
の
積
み
増
し
を
進
め
、
組
合
員

資
本
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

が
、
令
和
６
年
度
は
計
画
を
上
回
る
剰

余
金
を
確
保
で
き
た
こ
と
か
ら
、
組
合

員
の
皆
様
に
事
業
利
用
の
ご
協
力
に
感

謝
す
る
た
め
、
出
資
配
当
を
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
に
つ
い
て
は
、

基
本
目
標
で
あ
る「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活

性
化
」の
実
現
に
向
け
、「
農
業
・
地
域

に
と
っ
て
、
Ｊ
Ａ
は
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
」で
あ
る
と
の
強
い
信
念
を

持
ち
、「
不
断
の
自
己
改
革
」の
取
り
組

み
を
数
値
化
し
た
自
己
改
革
工
程
表
を

も
と
に
、
進
捗
管
理
を
行
い
、
組
合

員
・
地
域
の
営
農
と
く
ら
し
を
最
大
限

支
援
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
機

関
の
皆
様
と
も
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
組
合
員
・
地

域
の
皆
様
と
共
に
歩
む
、
必
要
と
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
訪
問

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

や
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
と
し
て
、

施
設
と
店
舗
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

今
後
継
続
し
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
倉
石
地
区
の
畑
山
拓
也
さ

ん
を
選
任
し
議
事
を
進
行
。
令
和
６
年

度
剰
余
金
処
分
案
及
び
事
業
報
告
の
承

認
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
の

設
定
に
つ
い
て
、
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
な
ど
８
議
案
が
提
案
さ
れ
た
ほ
か
、

第
５
次
中
期
３
カ
年
計
画
の
実
践
状
況

に
つ
い
て
な
ど
報
告
し
ま
し
た
。
総
代

の
方
々
か
ら「
組
合
長
が
任
期
途
中
で

変
わ
っ
た
理
由
は
」「
コ
メ
問
題
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
国
会
議
員
へ
の
働
き

か
け
は
し
て
い
る
の
か
」な
ど
活
発
な

意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
、
意
見
・
要
望
に

対
し
、
小
原
組
合
長
ら
が
答
弁
し
、
８
議

案
が
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
決
算
は
、
当
期
剰
余
金

１
億
７
５
０
０
万
円
を
計
上
。
前
期
繰

越
剰
余
金
等
を
合
わ
せ
た
当
期
未
処
分

剰
余
金
は
６
億
８
５
０
０
万
円
と
な
り

ま
す
。

特集

第16回通常総代会開催

▲ 議長を務めた畑山さん

▲ あいさつをする小原組合長

▲ 意見を述べる総代

▲ 新役員
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承
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Ａ
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６
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戸
で
、
第
16
回
通
常
総
代
会

を
開
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し
ま
し
た
。
総
代
本
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人
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書
面
に
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議
決
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行
使
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人
、
合
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７
８
人
の
総
代

過
半
数
の
出
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に
よ
り
、
総
代
会
が
成

立
し
ま
し
た
。

　
小
原
良
洋
組
合
長
は「
当
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は
合

併
以
来
、
健
全
経
営
の
た
め
に
自
己
資

本
の
増
強
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
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。
平
成
23
年
度
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農
産
物
の
販
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金
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に
応
じ
た
利
用
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に
ご
協
力
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た
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が
、
高
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化
や
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に
よ
る
脱
退
で
の
出
資
金
の
減
少
傾

向
は
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お
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ま
す
。
今
後
も
、
施

設
や
設
備
の
更
新
等
、
将
来
の
リ
ス
ク

に
備
え
る
為
に
、
剰
余
金
を
確
保
し
内

部
留
保
の
積
み
増
し
を
進
め
、
組
合
員

資
本
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

が
、
令
和
６
年
度
は
計
画
を
上
回
る
剰

余
金
を
確
保
で
き
た
こ
と
か
ら
、
組
合

員
の
皆
様
に
事
業
利
用
の
ご
協
力
に
感

謝
す
る
た
め
、
出
資
配
当
を
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
に
つ
い
て
は
、

基
本
目
標
で
あ
る「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活

性
化
」の
実
現
に
向
け
、「
農
業
・
地
域

に
と
っ
て
、
Ｊ
Ａ
は
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
」で
あ
る
と
の
強
い
信
念
を

持
ち
、「
不
断
の
自
己
改
革
」の
取
り
組

み
を
数
値
化
し
た
自
己
改
革
工
程
表
を

も
と
に
、
進
捗
管
理
を
行
い
、
組
合

員
・
地
域
の
営
農
と
く
ら
し
を
最
大
限

支
援
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
機

関
の
皆
様
と
も
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
組
合
員
・
地

域
の
皆
様
と
共
に
歩
む
、
必
要
と
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
訪
問

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

や
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
と
し
て
、

施
設
と
店
舗
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

今
後
継
続
し
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
倉
石
地
区
の
畑
山
拓
也
さ

ん
を
選
任
し
議
事
を
進
行
。
令
和
６
年

度
剰
余
金
処
分
案
及
び
事
業
報
告
の
承

認
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
の

設
定
に
つ
い
て
、
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
な
ど
８
議
案
が
提
案
さ
れ
た
ほ
か
、

第
５
次
中
期
３
カ
年
計
画
の
実
践
状
況

に
つ
い
て
な
ど
報
告
し
ま
し
た
。
総
代

の
方
々
か
ら「
組
合
長
が
任
期
途
中
で

変
わ
っ
た
理
由
は
」「
コ
メ
問
題
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
国
会
議
員
へ
の
働
き

か
け
は
し
て
い
る
の
か
」な
ど
活
発
な

意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
、
意
見
・
要
望
に

対
し
、
小
原
組
合
長
ら
が
答
弁
し
、
８
議

案
が
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
決
算
は
、
当
期
剰
余
金

１
億
７
５
０
０
万
円
を
計
上
。
前
期
繰

越
剰
余
金
等
を
合
わ
せ
た
当
期
未
処
分

剰
余
金
は
６
億
８
５
０
０
万
円
と
な
り

ま
す
。

特集

第16回通常総代会開催

▲ 議長を務めた畑山さん

▲ あいさつをする小原組合長

▲ 意見を述べる総代

▲ 新役員
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理　事
金融共済委員
営農経済委員

竹　原　道　明
たけ はら みち あき
（倉石地区）

代表理事常務（営農経済担当）
㈱ぱるじゃサービス取締役

金　澤　幹　雄
かな ざわ おみき
（五戸地区）

代表理事専務
㈱ぱるじゃサービス取締役

木　村　照　男
（下長地区）
き むら てる お

代表理事常務（信用・共済担当）

下　村　正　男
しも むら まさ お
（下長地区）

理　事
営農経済委員長

本　木　裕　蔵
（三戸地区）
もと き ぞうゆう

理　事
総務副委員長
㈱ぱるじゃサービス取締役

中　里　光　朋
なか さと ともみつ
（川内地区）

さ きさ しとく

理　事
金融共済副委員長
㈱ぱるじゃサービス取締役
佐々木　徳　志
（名川地区）

崩　　　弘　幸
くずれ ひろ ゆき
（新郷地区）

理　事
金融共済委員長
営農経済委員

理　事
総務委員
営農経済委員
福　山　義　幸
ふく やま よし ゆき
（新郷地区）

お がた

理　事
総務委員長

尾　形　憲　男
のり お

（田子地区）

あか さか おりき

理　事
営農経済副委員長

赤　坂　力　雄
（豊崎地区）

理　事
金融共済委員
㈱ぱるじゃサービス取締役

羽　柴　廣　美
（南郷地区）
は しば ひろ み

代表監事
㈱ぱるじゃサービス監査役

久　保　信　明
（三戸地区）
く ぼ のぶ あき

常勤監事（員外監事）

中　澤　　　裕
なか さわ ゆたか

監　事
㈱ぱるじゃサービス監査役

下　沢　育　男
（八戸地区）
しも いくさわ お

監　事

新井田　文　雄
（田子地区）
に い だ ふみ お

監　事

中　里　浩　光
（五戸地区）
なか さと ひろ みつ

㈱ぱるじゃサービス取締役専務

高　森　秀　樹
たか もり ひで き

女性理事
営農経済委員
㈱ぱるじゃサービス取締役

市　村　文　子
いち むら あや こ

女性理事
総務委員
金融共済委員

永　野　ひとみ
なが の

理　事
総務委員

赤　石　　　裕
（南部地区）
あか いし ゆたか

理　事
総務委員
営農経済委員

下　沢　隆　幸
（是川地区）
しも さわ たか ゆき

理　事
営農経済委員

佐々木　耕　二
（福地地区）
さ さ き こう じ

理　事
営農経済委員

森　　　　　司
（名川地区）
もり つかさ

理　事
総務委員
営農経済委員
加　藤　浩　幸
（上長地区）
か とう ひろ ゆき

理　事
金融共済委員

工　藤　史　法
（斗川地区）
く どう のりふみ

理　事
金融共済委員

向　井　成　男
（階上地区）
むか い しげ お

代表理事組合長
㈱ぱるじゃサービス代表取締役社長

若　林　政　秀
（川内地区）
わか ばやし まさ ひで

　皆様のご期待に応えるべく、役職員一同、健全経営を目指してまいりますので、

今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

役員28名で新たなスタート
ＪＡ八戸グループ 役員紹介
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監　事

新井田　文　雄
（田子地区）
に い だ ふみ お

監　事

中　里　浩　光
（五戸地区）
なか さと ひろ みつ

㈱ぱるじゃサービス取締役専務

高　森　秀　樹
たか もり ひで き

女性理事
営農経済委員
㈱ぱるじゃサービス取締役

市　村　文　子
いち むら あや こ

女性理事
総務委員
金融共済委員

永　野　ひとみ
なが の

理　事
総務委員

赤　石　　　裕
（南部地区）
あか いし ゆたか

理　事
総務委員
営農経済委員

下　沢　隆　幸
（是川地区）
しも さわ たか ゆき

理　事
営農経済委員

佐々木　耕　二
（福地地区）
さ さ き こう じ

理　事
営農経済委員

森　　　　　司
（名川地区）
もり つかさ

理　事
総務委員
営農経済委員
加　藤　浩　幸
（上長地区）
か とう ひろ ゆき

理　事
金融共済委員

工　藤　史　法
（斗川地区）
く どう のりふみ

理　事
金融共済委員

向　井　成　男
（階上地区）
むか い しげ お

代表理事組合長
㈱ぱるじゃサービス代表取締役社長

若　林　政　秀
（川内地区）
わか ばやし まさ ひで

　皆様のご期待に応えるべく、役職員一同、健全経営を目指してまいりますので、

今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

役員28名で新たなスタート
ＪＡ八戸グループ 役員紹介
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　共済推進課は５月29日、上長支店の尻内地区を対象に新任ＬＡと２年目ＬＡがそれぞれ
ペアを組み総勢14人で、市街地活動によるＦＳＴ（フィールド・セールス・トレーニング）を
実施しました。
　新任ＬＡから「新しい家が多くインターフォンを押すのにとても緊張しましたが、皆さん
親切に接していただきました。中には既にＪＡとお取引されている方もいて、感謝のお言葉
をいただき安心しました」と述べました。また、終了後全体の振り返りでは、「普段と違う
地区を歩いての訪問は少し疲れましたが、ペアで相談しながら楽しく良い経験ができました」
また「先輩ＬＡの話し方が参考になりました」などの意見が出されました。

ＬＡＴＭ塾始動　新任ＬＡ学習と実践重ねるＬＡＴＭ塾始動　新任ＬＡ学習と実践重ねる

ＬＡ（ライフアドバイザー）によるＦＳＴ市街地活動実施ＬＡ（ライフアドバイザー）によるＦＳＴ市街地活動実施

　共済推進課は、６月11日、八戸営農センター（中央）で令和７年度ＬＡＴＭ塾を開塾しま
した。ＬＡＴＭ塾は2023年より始まり、３年目となります。ＬＡの職員満足度（ＥＳ）向上に
努め、契約者の利用者満足度（ＣＳ）向上につなげることが目的。今年４月にＬＡに配属と
なった職員８人が６月から月２回の頻度で全14回受講します。
　「ＬＡＴＭ塾」は「ＬＡ」「明るく」「楽しく」「前向きに」の頭文字をとり命名しました。
　ＬＡとしての共済知識とコミュニケーション力向上を最重要課題とし、学習と実践の繰り
返しの中で新任ＬＡの仲間意識の醸成も図っていきます。
　第１回目は、工藤信明係長がＬＡの心構え、やる気や使命について説明したほか、オリエン
テーションとして自己紹介とコンセンサスゲームを行いました。工藤係長は「ＬＡとして業務
の取り組み方に何が正しいのか自問自答する場面が多くなると思います。まずはお客様を第一
にお客様に精神誠意向き合ってください」と述べました。

ゼネラル・レクラーク専門部　販売額１億円達成祝賀会ゼネラル・レクラーク専門部　販売額１億円達成祝賀会
　ゼネラル・レクラーク専門部は６月20日、南部町のチェリウスで令和６年度の販売金額が
１億円を突破したことを記念し、「ＪＡ八戸ゼネラル・レクラーク専門部販売額１億円達成祝
賀会」を開催し、南部町をはじめ、市場関係者、生産者、ＪＡ役職員ら34人が参加しまし
た。これまでの歩みを振り返りながら、節目となる快挙を参加者全員で祝い、一層の発展に
向けて思いを一つにしました。
　赤石敏文部会長は「１億円を達成したが、ここを通過点にさらなる販売額向上と生産品の
確立に努め今後も部会活動を展開していきたいと考えています。部会員の皆さまには大玉品
をどんどん出荷してほしい」と述べました。
　１億円達成に向けて多大な貢献をした５人へ功績をたたえる表彰も行いました。
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▲  出発式の様子 ▲  ＦＳＴの様子

▲  ＬＡの心構えを学ぶ新任ＬＡ ▲  自己紹介をするＬＡ

▲  あいさつをする赤石部会長 ▲  受賞した５名



　共済推進課は５月29日、上長支店の尻内地区を対象に新任ＬＡと２年目ＬＡがそれぞれ
ペアを組み総勢14人で、市街地活動によるＦＳＴ（フィールド・セールス・トレーニング）を
実施しました。
　新任ＬＡから「新しい家が多くインターフォンを押すのにとても緊張しましたが、皆さん
親切に接していただきました。中には既にＪＡとお取引されている方もいて、感謝のお言葉
をいただき安心しました」と述べました。また、終了後全体の振り返りでは、「普段と違う
地区を歩いての訪問は少し疲れましたが、ペアで相談しながら楽しく良い経験ができました」
また「先輩ＬＡの話し方が参考になりました」などの意見が出されました。

ＬＡＴＭ塾始動　新任ＬＡ学習と実践重ねるＬＡＴＭ塾始動　新任ＬＡ学習と実践重ねる

ＬＡ（ライフアドバイザー）によるＦＳＴ市街地活動実施ＬＡ（ライフアドバイザー）によるＦＳＴ市街地活動実施

　共済推進課は、６月11日、八戸営農センター（中央）で令和７年度ＬＡＴＭ塾を開塾しま
した。ＬＡＴＭ塾は2023年より始まり、３年目となります。ＬＡの職員満足度（ＥＳ）向上に
努め、契約者の利用者満足度（ＣＳ）向上につなげることが目的。今年４月にＬＡに配属と
なった職員８人が６月から月２回の頻度で全14回受講します。
　「ＬＡＴＭ塾」は「ＬＡ」「明るく」「楽しく」「前向きに」の頭文字をとり命名しました。
　ＬＡとしての共済知識とコミュニケーション力向上を最重要課題とし、学習と実践の繰り
返しの中で新任ＬＡの仲間意識の醸成も図っていきます。
　第１回目は、工藤信明係長がＬＡの心構え、やる気や使命について説明したほか、オリエン
テーションとして自己紹介とコンセンサスゲームを行いました。工藤係長は「ＬＡとして業務
の取り組み方に何が正しいのか自問自答する場面が多くなると思います。まずはお客様を第一
にお客様に精神誠意向き合ってください」と述べました。

ゼネラル・レクラーク専門部　販売額１億円達成祝賀会ゼネラル・レクラーク専門部　販売額１億円達成祝賀会
　ゼネラル・レクラーク専門部は６月20日、南部町のチェリウスで令和６年度の販売金額が
１億円を突破したことを記念し、「ＪＡ八戸ゼネラル・レクラーク専門部販売額１億円達成祝
賀会」を開催し、南部町をはじめ、市場関係者、生産者、ＪＡ役職員ら34人が参加しまし
た。これまでの歩みを振り返りながら、節目となる快挙を参加者全員で祝い、一層の発展に
向けて思いを一つにしました。
　赤石敏文部会長は「１億円を達成したが、ここを通過点にさらなる販売額向上と生産品の
確立に努め今後も部会活動を展開していきたいと考えています。部会員の皆さまには大玉品
をどんどん出荷してほしい」と述べました。
　１億円達成に向けて多大な貢献をした５人へ功績をたたえる表彰も行いました。
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▲  出発式の様子 ▲  ＦＳＴの様子

▲  ＬＡの心構えを学ぶ新任ＬＡ ▲  自己紹介をするＬＡ

▲  あいさつをする赤石部会長 ▲  受賞した５名



ト ピ ッ ク ス

　ねぎ専門部は６月２日と３日、管内４ヶ所でねぎ栽
培講習会を行いました。このうち、五戸営農センター
（東部）で行った講習会では11人が参加しました。
　農業普及振興室の木下貴文主幹が講師を務め、定植
後の栽培管理と病害虫対策について説明しました。
講師は「生育はほぼ平年並み。生育に遅れがみられる
ほ場では、葉面散布剤を活用し生育促進に努めてほし
い」と話しました。
　さらに、培土する際には、焼け症状や軟腐病が発生
しやすいため、高温時や降雨後には控え、早朝などの
涼しい時間帯に行うよう説明しました。また、農薬

散布は、予防散布を中心に徹底し、葉枯病の発生軽減を図って、高品質生産に努めてほしいと呼びかけ
ました。

　６月16日、上長本店で、ＪＡ青森中央会より豪雪に

かかるＪＡ建物被害に対する見舞金の贈呈が行われま

した。ＪＡグループ青森四連の乙部輝雄会長とＪＡ

青森中央会の野呂文人常務理事が来組され、ＪＡ建物

被害に対する見舞金として小原良洋組合長が目録を

受け取りました。

　小原組合長は「大切に使わせていただきます」と

述べ、感謝を伝えました。

　にんにく専門部は６月４日と５日の２日間、管内
15ヶ所で栽培講習会を行いました。このうち、４日
に福地野菜出荷場で行った講習会では27人が参加し
ました。農業普及振興室三戸分室の山下のぞみ主幹が
講師を務め、収穫までの管理、収穫適期時期や適切な
乾燥方法を確認しました。
　講師は「りん球の肥大促進に向けて、葉面散布剤を
活用し１枚でも多く生葉数を確保してください。
また、ネギコガが発生しているほ場もあるが、収穫
時期に向け増加する予想のため対策してください」
と説明。さらに、にんにく乾燥チェックリストを参考に乾燥施設を整備する等、適切に管理するよう
呼びかけました。

ＰａｌｊａＴｏｐｉｃｓ

ねぎ　葉面散布剤活用し生育促進へ

にんにく　適期収穫を呼びかけ

　八戸農協農政対策委員会は６月20日、営農経済本部で第１回
農政対策委員会を開き、農政対策委員11人が参加しました。
　若林政秀農政対策委員長は「昨年は夏の記録的な高温が続い
た影響により、野菜、果樹は全般に取扱い数量が減少し農業の
継続が危ぶまれるような事態となりました。農業従事者の高齢
化や担い手不足、飼料や肥料、農業資材等の高騰により、農業
経営はさらに厳しい状況となっている中、農業者の信頼と期待
に応え、生産力の向上および農業経営の合理化、農業所得の拡
大に努めてまいります」とあいさつしました。
　令和６年度の活動報告および収支決算、令和７年度の活動計
画や収支予算について協議。委員は「事業活動費の予算が昨年

よりも増加しているが、何か計画している活動はあるのか」という質問に対し、「農業事情に応じた講演会等を考えて
おります」と回答し、すべての議案が満場一致で承認されました。
　委員会終了後には、東北農政局青森県拠点の若狭一徳副地方参事官を講師に招き、「食料・農業・農村基本計画に
ついて」と題し講演を行いました。講師は令和７年４月11日に閣議決定された「新たな食料・農業・農村基本計画」の
ポイントについて説明。改正基本法の基本理念に基づき、施策の方向性を具体化し、平時からの食料安全保障を実現
する観点から、初動５年間で農業の構造転換を集中的に推し進めることを話しました。

第１回農政対策委員会開催

ＪＡグループ青森四連　見舞金贈呈

　にんにくの収穫期を迎え、小原良洋組合長は６月17日、地元テレ

ビ局の青森朝日放送から取材を受けました。小原組合長はほ場など

で収穫や根切り作業などを紹介。当日夕方の番組にて放送されまし

た。

　春先以降、おおむね順調に

生育が進み、作柄はほぼ平年

並み。６月下旬ごろから収穫

最盛期を迎え、７月上旬ごろ

まで続きました。

小原組合長へ地元テレビ局が取材

採用予定人員

募 集 職 種

応 募 受 付

応 募 資 格

その他詳細

採用試験及び
選 考 方 法

応 募 資 格

３名

○農業機械・自動車・フォークリフトサービススタッフ
　・農業機械・自動車・フォークリフト及び関連商品の修理・点検
○給油所サービススタッフ
　・燃料油の販売、スタンドサービス作業全般及びスタンド用品の販売

令和７年７月19日（土）以降随時

① 第一次選考　筆記試験（基礎能力、適性検査、作文）、面接試験
　 令和７年８月４日（月）以降随時

（１）大学・短期大学（修学２年以上の専門学校を含む）を令和８年３月卒業見込みの者。
または、卒業後３年以内の者。

（２）原則として令和８年３月末までに普通自動車運転免許（ＡＴ不可）を取得する見込みの者。

応募方法、採用試験及び選考方法など詳しい募集事項は、
ＪＡ八戸ホームページをご覧ください。
ホームページアドレスhttp://www.ja-hachinohe.or.jp/　

令和８年度
（2026年度）

ＪＡ八戸グループ

株式会社ぱるじゃサービス社員募集

応 募 受 付
採用試験および
選 考 方 法

ＪＡ八戸ホームページ
ＱＲコード

▲  説明に耳を傾ける参加者

▲  講演の様子

▲  取材を受ける小原組合長

▲  目録を受け取る小原組合長（左）

▲  管理方法を学ぶ参加者
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ト ピ ッ ク ス

　ねぎ専門部は６月２日と３日、管内４ヶ所でねぎ栽
培講習会を行いました。このうち、五戸営農センター
（東部）で行った講習会では11人が参加しました。
　農業普及振興室の木下貴文主幹が講師を務め、定植
後の栽培管理と病害虫対策について説明しました。
講師は「生育はほぼ平年並み。生育に遅れがみられる
ほ場では、葉面散布剤を活用し生育促進に努めてほし
い」と話しました。
　さらに、培土する際には、焼け症状や軟腐病が発生
しやすいため、高温時や降雨後には控え、早朝などの
涼しい時間帯に行うよう説明しました。また、農薬

散布は、予防散布を中心に徹底し、葉枯病の発生軽減を図って、高品質生産に努めてほしいと呼びかけ
ました。

　６月16日、上長本店で、ＪＡ青森中央会より豪雪に

かかるＪＡ建物被害に対する見舞金の贈呈が行われま

した。ＪＡグループ青森四連の乙部輝雄会長とＪＡ

青森中央会の野呂文人常務理事が来組され、ＪＡ建物

被害に対する見舞金として小原良洋組合長が目録を

受け取りました。

　小原組合長は「大切に使わせていただきます」と

述べ、感謝を伝えました。

　にんにく専門部は６月４日と５日の２日間、管内
15ヶ所で栽培講習会を行いました。このうち、４日
に福地野菜出荷場で行った講習会では27人が参加し
ました。農業普及振興室三戸分室の山下のぞみ主幹が
講師を務め、収穫までの管理、収穫適期時期や適切な
乾燥方法を確認しました。
　講師は「りん球の肥大促進に向けて、葉面散布剤を
活用し１枚でも多く生葉数を確保してください。
また、ネギコガが発生しているほ場もあるが、収穫
時期に向け増加する予想のため対策してください」
と説明。さらに、にんにく乾燥チェックリストを参考に乾燥施設を整備する等、適切に管理するよう
呼びかけました。

ＰａｌｊａＴｏｐｉｃｓ

ねぎ　葉面散布剤活用し生育促進へ

にんにく　適期収穫を呼びかけ

　八戸農協農政対策委員会は６月20日、営農経済本部で第１回
農政対策委員会を開き、農政対策委員11人が参加しました。
　若林政秀農政対策委員長は「昨年は夏の記録的な高温が続い
た影響により、野菜、果樹は全般に取扱い数量が減少し農業の
継続が危ぶまれるような事態となりました。農業従事者の高齢
化や担い手不足、飼料や肥料、農業資材等の高騰により、農業
経営はさらに厳しい状況となっている中、農業者の信頼と期待
に応え、生産力の向上および農業経営の合理化、農業所得の拡
大に努めてまいります」とあいさつしました。
　令和６年度の活動報告および収支決算、令和７年度の活動計
画や収支予算について協議。委員は「事業活動費の予算が昨年

よりも増加しているが、何か計画している活動はあるのか」という質問に対し、「農業事情に応じた講演会等を考えて
おります」と回答し、すべての議案が満場一致で承認されました。
　委員会終了後には、東北農政局青森県拠点の若狭一徳副地方参事官を講師に招き、「食料・農業・農村基本計画に
ついて」と題し講演を行いました。講師は令和７年４月11日に閣議決定された「新たな食料・農業・農村基本計画」の
ポイントについて説明。改正基本法の基本理念に基づき、施策の方向性を具体化し、平時からの食料安全保障を実現
する観点から、初動５年間で農業の構造転換を集中的に推し進めることを話しました。

第１回農政対策委員会開催

ＪＡグループ青森四連　見舞金贈呈

　にんにくの収穫期を迎え、小原良洋組合長は６月17日、地元テレ

ビ局の青森朝日放送から取材を受けました。小原組合長はほ場など

で収穫や根切り作業などを紹介。当日夕方の番組にて放送されまし

た。

　春先以降、おおむね順調に

生育が進み、作柄はほぼ平年

並み。６月下旬ごろから収穫

最盛期を迎え、７月上旬ごろ

まで続きました。

小原組合長へ地元テレビ局が取材

採用予定人員

募 集 職 種

応 募 受 付

応 募 資 格

その他詳細

採用試験及び
選 考 方 法

応 募 資 格

３名

○農業機械・自動車・フォークリフトサービススタッフ
　・農業機械・自動車・フォークリフト及び関連商品の修理・点検
○給油所サービススタッフ
　・燃料油の販売、スタンドサービス作業全般及びスタンド用品の販売

令和７年７月19日（土）以降随時

① 第一次選考　筆記試験（基礎能力、適性検査、作文）、面接試験
　 令和７年８月４日（月）以降随時

（１）大学・短期大学（修学２年以上の専門学校を含む）を令和８年３月卒業見込みの者。
または、卒業後３年以内の者。

（２）原則として令和８年３月末までに普通自動車運転免許（ＡＴ不可）を取得する見込みの者。

応募方法、採用試験及び選考方法など詳しい募集事項は、
ＪＡ八戸ホームページをご覧ください。
ホームページアドレスhttp://www.ja-hachinohe.or.jp/　

令和８年度
（2026年度）

ＪＡ八戸グループ

株式会社ぱるじゃサービス社員募集

応 募 受 付
採用試験および
選 考 方 法

ＪＡ八戸ホームページ
ＱＲコード

▲  説明に耳を傾ける参加者

▲  講演の様子

▲  取材を受ける小原組合長

▲  目録を受け取る小原組合長（左）

▲  管理方法を学ぶ参加者

1011



固定資産の売却について

１．売却条件　　（１）処分予定金額以上で入札した最高額者に売却いたします。
　　　　　　　　（２）現状売却とし、係る一切の費用は全額買い受け者負担といたします。
　　　　　　　　（３）売却価格決定の日から30日以内に売却代金を納入するものといたします。

２．募集期間　　令和７年８月１日（金）～令和７年９月30日（火）午後３時まで

３．申 込 先　　ＪＡ八戸　各支店

４．申込方法　　希望者は各支店に備え付けの「申込書」に必要事項をご記入の上、身分証（写）を添付し
お申し込みください。
後日、希望者へご連絡させていただきます。

５．参加資格　　組合員および員外

６．そ の 他　　物件確認および詳細についてのお問い合わせは、企画管理課まで連絡ください。
　　　　　　　　（ＴＥＬ：0178－70－7711）
７．売却物件

下記により固定資産を売却します。

旧 豊 崎 支 店 跡 地
旧 八 戸 広 域 農 協 養 鶏 場 跡 地
旧 是 川 農 協 倉 庫 跡 地
旧 南 郷 支 店 裏 （ 宅 　 地 ）
旧 南 郷 支 店 裏 （ 雑 種 地 ）

旧 中 沢 出 張 所

旧 中 沢 給 油 所 跡 地
旧 し ん せ い 五 戸 　 五 戸 給 油 所 跡 地

旧 し ん せ い 五 戸

旧 舘 給 油 所

旧 蛯 川 精 米 所

旧 舘 支 店

旧 五 戸 支 店 跡 地

旧 田 子 支 店

旧 南 郷 支 店

旧 市 川 い ち ご 集 出 荷 施 設

八戸市豊崎町字下七崎65－1
八戸市妙字桶屋平10－1
八戸市是川字番屋19－2
八戸市南郷市野沢字家口山17－1　他１筆
八戸市南郷市野沢字市野沢55－4　他２筆
八戸市南郷市野沢字家口山16－1
　　　　　　〃
八戸市南郷市野沢字家口山14－3
　　　　　　〃
八戸市南郷中野字大久保15－4
五戸町古舘脇2－4　他１筆
五戸町倉石又重字上谷地7－1
五戸町倉石又重字上谷地7－1 他２筆
　　　　　　〃
　　　　　　〃
八戸市引字上川原3－11
八戸市引字上川原3－11　他１筆
五戸町字蛯川村12
　　　　　　〃
　　　　　　〃
八戸市引字上川原1－1　他６筆
　　　　　　〃
五戸町字博労町4－1
田子町田子字天神堂平76　他１筆
　　　　　　〃
　　　　　　〃
八戸市南郷市野沢字市野沢55－1　他１筆
　　　　　　〃
　　　　　　〃
八戸市市川町字中谷地193

固 定 資 産 の 名 称 種 別 所 　 　 在 　 　 地 面  積
土地
土地
土地
土地
土地
建物
土地
建物
土地
土地
土地
建物
土地
建物
建物
建物
土地
建物
建物
土地
建物
土地
土地
建物
建物
土地
建物
建物
土地
建物

330.5㎡
13,194.7㎡

140.6㎡
1,609.9㎡

245.4㎡
357.6㎡

1,879.9㎡
725.5㎡

1,815.2㎡
1,553.6㎡
1,378.1㎡

214.5㎡
1,159.3㎡

66.0㎡
132.0㎡
135.3㎡
659.0㎡
177.5㎡
350.7㎡
643.5㎡
728.8㎡

2,403.7㎡
573.9㎡
208.3㎡
227.7㎡

2,512.2㎡
204.3㎡
39.6㎡

1,497.6㎡
924.2㎡

農 業 倉 庫 等

又重店舗・給油所

購 買 倉 庫
集 積 倉 庫

工 場

倉 庫

事 務 所

事 務 所

車 庫

事 務 所

車 庫

集 出 荷 場

農 業 融 資 専 任 担 当 者 紹 介
　農業融資専任担当者は、「農業者の所得向上や利用者の豊かな
くらしの実現」を目指すため、農業者と農業法人及び農機具
メーカー並びに各市町村や関係機関への訪問活動を実施しており
ます。皆さまのもとに足を運んで、ＪＡの営農経済部門と連携
し農業にかかる情報提供を行ってまいります。また、農業融資
以外の各種ローンについても融資担当者へお取次ぎいたします
ので、ぜひお気軽にご相談ください。

田名部　祐　也
携帯 080－1681－0092

た ゆうぶな や

飯　原　　　晃
携帯 090－7075－0579

いい はら あきら

令和７年度　営農経済渉外担当者名簿令和７年度　営農経済渉外担当者名簿
　営農経済渉外担当者による訪問活動や営農指導員との同行訪問を通じて、担い手農家が営農組織、
地域利用者とのつながりを強化し利用拡大に取り組みます。

◇生産資材のご購入及びご依頼の際は、お気軽にご連絡ください。

中央グリーンセンター
八戸営農経済センター
電話 0178－70－4050　ＦＡＸ 0178－23－2050

是川グリーンセンター 電話 0178－96－1776　ＦＡＸ 0178－96－1775

新郷グリーンセンター 電話 0178－78－2002　ＦＡＸ 0178－78－3287

三戸グリーンセンター

南部グリーンセンター 電話 0178－76－2212　ＦＡＸ 0178－76－2255

田子グリーンセンター 電話 0179－32－4058　ＦＡＸ 0179－32－4048

電話 0179－22－3172　ＦＡＸ 0179－22－3173

五戸営農経済センター

ふとし

田　　中　　　太
川内・五戸・浅田地区
携帯 080－2849－2887

た なか お がさ わら てる よし

小笠原　晃　良
豊崎・豊間内地区

携帯 080－2849－2889

佐々木　光　雄
上長・下長支店管内
携帯 080－2849－2890

さ さ みつき お

木　村　晃　大
階上・是川管内全域
携帯 080－2849－2891

き むら こう だい

佐　藤　公　亮
南郷・島守管内全域
携帯 080－1688－7318

さ とう こう すけ

高　　根　　　誠
倉石管内全域

携帯 080－8200－1376 

たか ね まこと

手倉森　　　聡
新郷管内全域

携帯 090－7076－1288

て くら もり さとし

三戸営農経済センター

長　根　史　明
三戸地区

携帯 080－2835－1184

なが ね

櫻　川　太　一
田子地区

携帯 080－1688－7314

さくら がわ た いち

ふみ あき

早　　川　　健
名川地区

携帯 080－1688－7317

はや かわ たけし

工　藤　幸　弘
福地地区

携帯 080－1688－7316

く どう ゆき ひろ

坂　本　洋　介
南部地区

携帯 080－1688－7315

さか もと よう すけ
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固定資産の売却について

１．売却条件　　（１）処分予定金額以上で入札した最高額者に売却いたします。
　　　　　　　　（２）現状売却とし、係る一切の費用は全額買い受け者負担といたします。
　　　　　　　　（３）売却価格決定の日から30日以内に売却代金を納入するものといたします。

２．募集期間　　令和７年８月１日（金）～令和７年９月30日（火）午後３時まで

３．申 込 先　　ＪＡ八戸　各支店

４．申込方法　　希望者は各支店に備え付けの「申込書」に必要事項をご記入の上、身分証（写）を添付し
お申し込みください。
後日、希望者へご連絡させていただきます。

５．参加資格　　組合員および員外

６．そ の 他　　物件確認および詳細についてのお問い合わせは、企画管理課まで連絡ください。
　　　　　　　　（ＴＥＬ：0178－70－7711）
７．売却物件

下記により固定資産を売却します。

旧 豊 崎 支 店 跡 地
旧 八 戸 広 域 農 協 養 鶏 場 跡 地
旧 是 川 農 協 倉 庫 跡 地
旧 南 郷 支 店 裏 （ 宅 　 地 ）
旧 南 郷 支 店 裏 （ 雑 種 地 ）

旧 中 沢 出 張 所

旧 中 沢 給 油 所 跡 地
旧 し ん せ い 五 戸 　 五 戸 給 油 所 跡 地

旧 し ん せ い 五 戸

旧 舘 給 油 所

旧 蛯 川 精 米 所

旧 舘 支 店

旧 五 戸 支 店 跡 地

旧 田 子 支 店

旧 南 郷 支 店

旧 市 川 い ち ご 集 出 荷 施 設

八戸市豊崎町字下七崎65－1
八戸市妙字桶屋平10－1
八戸市是川字番屋19－2
八戸市南郷市野沢字家口山17－1　他１筆
八戸市南郷市野沢字市野沢55－4　他２筆
八戸市南郷市野沢字家口山16－1
　　　　　　〃
八戸市南郷市野沢字家口山14－3
　　　　　　〃
八戸市南郷中野字大久保15－4
五戸町古舘脇2－4　他１筆
五戸町倉石又重字上谷地7－1
五戸町倉石又重字上谷地7－1 他２筆
　　　　　　〃
　　　　　　〃
八戸市引字上川原3－11
八戸市引字上川原3－11　他１筆
五戸町字蛯川村12
　　　　　　〃
　　　　　　〃
八戸市引字上川原1－1　他６筆
　　　　　　〃
五戸町字博労町4－1
田子町田子字天神堂平76　他１筆
　　　　　　〃
　　　　　　〃
八戸市南郷市野沢字市野沢55－1　他１筆
　　　　　　〃
　　　　　　〃
八戸市市川町字中谷地193

固 定 資 産 の 名 称 種 別 所 　 　 在 　 　 地 面  積
土地
土地
土地
土地
土地
建物
土地
建物
土地
土地
土地
建物
土地
建物
建物
建物
土地
建物
建物
土地
建物
土地
土地
建物
建物
土地
建物
建物
土地
建物

330.5㎡
13,194.7㎡

140.6㎡
1,609.9㎡

245.4㎡
357.6㎡

1,879.9㎡
725.5㎡

1,815.2㎡
1,553.6㎡
1,378.1㎡

214.5㎡
1,159.3㎡

66.0㎡
132.0㎡
135.3㎡
659.0㎡
177.5㎡
350.7㎡
643.5㎡
728.8㎡

2,403.7㎡
573.9㎡
208.3㎡
227.7㎡

2,512.2㎡
204.3㎡
39.6㎡

1,497.6㎡
924.2㎡

農 業 倉 庫 等

又重店舗・給油所

購 買 倉 庫
集 積 倉 庫

工 場

倉 庫

事 務 所

事 務 所

車 庫

事 務 所

車 庫

集 出 荷 場

農 業 融 資 専 任 担 当 者 紹 介
　農業融資専任担当者は、「農業者の所得向上や利用者の豊かな
くらしの実現」を目指すため、農業者と農業法人及び農機具
メーカー並びに各市町村や関係機関への訪問活動を実施しており
ます。皆さまのもとに足を運んで、ＪＡの営農経済部門と連携
し農業にかかる情報提供を行ってまいります。また、農業融資
以外の各種ローンについても融資担当者へお取次ぎいたします
ので、ぜひお気軽にご相談ください。

田名部　祐　也
携帯 080－1681－0092

た ゆうぶな や

飯　原　　　晃
携帯 090－7075－0579

いい はら あきら

令和７年度　営農経済渉外担当者名簿令和７年度　営農経済渉外担当者名簿
　営農経済渉外担当者による訪問活動や営農指導員との同行訪問を通じて、担い手農家が営農組織、
地域利用者とのつながりを強化し利用拡大に取り組みます。

◇生産資材のご購入及びご依頼の際は、お気軽にご連絡ください。

中央グリーンセンター
八戸営農経済センター
電話 0178－70－4050　ＦＡＸ 0178－23－2050

是川グリーンセンター 電話 0178－96－1776　ＦＡＸ 0178－96－1775

新郷グリーンセンター 電話 0178－78－2002　ＦＡＸ 0178－78－3287

三戸グリーンセンター

南部グリーンセンター 電話 0178－76－2212　ＦＡＸ 0178－76－2255

田子グリーンセンター 電話 0179－32－4058　ＦＡＸ 0179－32－4048

電話 0179－22－3172　ＦＡＸ 0179－22－3173

五戸営農経済センター

ふとし

田　　中　　　太
川内・五戸・浅田地区
携帯 080－2849－2887

た なか お がさ わら てる よし

小笠原　晃　良
豊崎・豊間内地区

携帯 080－2849－2889

佐々木　光　雄
上長・下長支店管内
携帯 080－2849－2890

さ さ みつき お

木　村　晃　大
階上・是川管内全域
携帯 080－2849－2891

き むら こう だい

佐　藤　公　亮
南郷・島守管内全域
携帯 080－1688－7318

さ とう こう すけ

高　　根　　　誠
倉石管内全域

携帯 080－8200－1376 

たか ね まこと

手倉森　　　聡
新郷管内全域

携帯 090－7076－1288

て くら もり さとし

三戸営農経済センター

長　根　史　明
三戸地区

携帯 080－2835－1184

なが ね

櫻　川　太　一
田子地区

携帯 080－1688－7314

さくら がわ た いち

ふみ あき

早　　川　　健
名川地区

携帯 080－1688－7317

はや かわ たけし

工　藤　幸　弘
福地地区

携帯 080－1688－7316

く どう ゆき ひろ

坂　本　洋　介
南部地区

携帯 080－1688－7315

さか もと よう すけ
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・気温が高く日差しの強い時期なので熱中症やハウス管理に注意しましょう。
・盆用の菊類の収穫が始まります。高温時の採花を避けつつ、適期切り前での収穫を心掛けましょう。また、遮光
し過ぎると花が小さくなりますのでご注意ください。
・高温が続くとハダニやアブラムシが発生し、低温が続くと白サビ病が発生しやすくなります。よく観察し定期的
な薬剤散布をお願いいたします。
・カンパニュラの来年開花の苗の注文時期です。ハウスの有効利用と春先の収入源になります。作付けをご検討
ください。（定植：10月上旬、開花：４月～６月）

花　　き

野　　菜
１ ながいも
・気温が高くなり始める時期にはコガ類やアブラムシ類、コガネムシが増えるので早めに防除を開始しましょう。
ほ場周辺の除草を行うことで虫害を減らすことができます。除草剤を適切に使用し、ほ場および周辺環境をきれ
いな状態に保ちましょう。また、近年、葉渋病と炭疽病の発生が早まり増加傾向にあります。特に前作で病害虫が
多発したほ場では早い時期から病害虫が発生し、蔓延すると収量・品質の低下に繋がるので早期の予防防除に
努めましょう。発生傾向や有効薬剤などの詳細については講習会資料にてご確認ください。

２ にんにく
・土壌病害虫対策で土壌消毒を行う際には、収穫残渣などを丁寧にロータリー掛けを行い、土壌表面を平らにして
から実施してください。詳しいことは、お近くの営農センターまでお問い合わせください。
・乾燥終了後、出荷用と種子用は別々に保管してください。保管場所は清掃を実施してください。

４ ご ぼ う
・気温が高く推移することが予想されています。
・屋外で作業する場合は熱中症対策を実施してください。
・また、気温が高いと害虫の動きが活発になるため、予防防除を徹底しましょう。
・ほ場内やほ場周辺の除草を行い、病害虫防除のためきれいに管理しましょう。

５ ト マ ト
・30℃以上の高温が続くと通常のかん水では水分不足になりやすくなります。１回あたりの水量を多くしても吸収
量は比例して増えないため、かん水回数を増やしてください。
・高温の影響により生長点にしおれがみられる場合は、ハウスの屋根部に塗布材を塗るか、日中の暑い時間帯に
遮光資材でハウスを覆いましょう。ただし、遮光資材はかけっ放しにしないようにしましょう。
・トマトトーンの早い処理は着果が悪くなるので適期に処理しましょう。適期処理のタイミングは５段花房以降
３～４番花開花始めです。
・トマトトーン処理による糸葉の発生を防止しましょう。トマトトーンが生長点に飛散すると糸葉が発生します。
上向き噴霧の場合は生長点への飛散に注意してください。

６ ミニトマト
・わき芽、摘葉を随時行いましょう。特に６段花房開花以降のわき芽は伸張が早く、草勢の低下、着果不良などの
原因になりますので早めに取りましょう。
・灰色かび病を中心に防除を行いましょう。枯葉や黄色葉は灰色かび病の発生原因となりますので随時摘葉しま
しょう。

９ さやいんげん（スーパーステイヤー）
・今年も高温が予想されます。ほ場が乾燥した時に備え、かん水の準備をしておきましょう。
・乾燥には液体ハイカルック（500倍）等のカルシウム剤の葉面散布が効果的です。
・アザミウマやアブラムシ等の害虫、灰色カビ等の防除を徹底しましょう。

３ ね　　ぎ　…… 軟腐病・ねぎ腐敗病対策で減収しないポイント ……
【軟腐病対策】
・『オリゼメート粒剤』は機械培土開始の２週間前に散布し、抵抗力を付けてから行いましょう。
・根から病原菌の侵入を防ぐ為、高温時や降雨直後の機械培土は避けましょう。
・機械培土は畝を一列飛ばしで時間差を付け、根を一度に切らないように行いましょう。
　※軟腐病はチョットした気遣いで減らせる病気です。減収しないよう作業しましょう。
【ねぎ腐敗病対策】
症状：①高温時に多発する葉身内部の褐色　　②葉身が内部にくぼむ葉（ハート葉）に多い
対策：①登録のある薬剤はない
　　　②連作を避ける　　③ほ場の排水を良好にする　　④病害虫を発生させない
　　　⑤汚染土壌の移動を防ぐため機械類は必ず洗浄する
　　　⑥『機械培土をする前に殺菌剤を散布』し、菌が付着しにくい状況を作る（これが一番大事です）

７ ピーマン　…… 病害虫の発生に注意！ ……
・病害虫発生予防のため、内側に密生した枝は欠き取り風通しを良くしましょう。
・草勢低下を防ぐため適期収穫（Ｌ・Ｍ）での収穫に努めましょう。
・気温が上がるとタバコガ類が発生します。発生初期の防除に努めましょう。
・まとまった降雨があると高温多湿条件となり斑点病が蔓延する要因の一因となります。早期に予防防除を行い
ましょう。

８ きゅうり　…… 摘心までの管理のポイント ……
・梅雨明け後、気温の急上昇により芯焼けを起こす場合がありますので注意しましょう。
・生育促進と芯焼け防止のため、気温が上がる前にかん水チューブを活用し充分にかん水を行いましょう。
・『アイスバリア/500倍』を摘心するまでに２～３回散布し、保水力を高め芯焼けや葉の萎れを軽減するように努め
生育促進を図りましょう。
・摘心は目の高さで行い、側枝の伸長を促しましょう。

・高温、干ばつに気を付けましょう。
・水分管理を徹底しましょう。
・気温上昇に伴い、害虫防除を徹底しましょう。

10 きぬさや・スナップ

・今年も気温が高い予想です。高温の場合、多発芽も予想されますので一本仕立てにしましょう。
・高温の場合、ハダニ類の発生が多くなり減収します。発生した場合は早期に防除しましょう。
・近年、短時間のうちに大量に降った雨の滞水による品質低下が見られます。排水対策を講じ集中豪雨に備えましょう。
・高品質の丸いも生産は種づくりから始まります。興味のある方は早めに各営農センターまでご相談ください。

11 丸 い も

・高温、干ばつに留意し、水分管理を徹底しましょう。
・高温、乾燥によるダニ被害に留意し、防除を徹底しましょう。
・こまめな追肥、中耕を心掛けましょう。

12 食 用 菊

・８月になると順に、ソルダム、サマーエンジェル、紅香のしずく、太陽と収穫が始まります。着色、地色の抜け
具合など、品種の特性を踏まえて適期に収穫を行いましょう。サマーエンジェルは、満開後日数（105日程度）を
目安に、着色面積が40～60％程度の果実を収穫しましょう。着色面積が80％以上では糖度が高く食味良好で
あるが、日持ち性が劣りますの注意しましょう。

２ プ ラ ム

・硬核期が終了し、果実肥大に差が見られる時期です。随時園地を見回り、変形果や病害虫の被害果、品質不良化
などを摘果しましょう。また、新梢伸長や葉色を観察し、樹勢が弱いと判断された場合も摘果しましょう。
・せん孔細菌病については、春型枝病斑が多いと６～７月中旬までの新梢葉の発病が多く、重要な伝染源になる
ので、速やかに枝ごと切り取って処分しましょう。

４ 桃

・収穫後は被覆資材をできるだけ早く片付け、礼肥を標準施肥量の20％程度を基準に施しましょう。また、収穫後に
次年度の花芽形成が始まるので、健全な葉を保つとともに、不要な徒長枝を除去し樹冠内部を明るくしましょう。

３ さくらんぼ

・７月中旬以降、花芽分化が進むので早めに摘果を行いましょう(5.5～７頂芽に１果を目安)。また収穫時300ｇ
以下になる小玉果実は８月10日頃の横径：約６㎝以下、８月20日頃の横径：約７㎝以下であるため、この基準
を目安に摘果しましょう。

５ ゼネラル・レクラーク

・カルシウム剤や銅剤の散布で腐敗防止に努めましょう。
・高温による、コナガ・アオムシ被害の防除に努めましょう。
・ゲリラ豪雨に備え、早めの追肥で中耕作業を済ませましょう。

13 ブロッコリー

果　　樹

〇散布間隔は15日以上空けないようにし、散布予定日に降雨が予想される時は、事前散布に徹しましょう。
〇長雨対策
・薬剤散布後の長雨対策として、展着剤アビオンE1000倍の加用散布を検討しましょう。
〇褐斑病対策
・前年に発生が多かった園地や冷涼な気候が続く場合は、７月半ば又は７月末の基準薬剤にオンリーワンフロアブル
2000倍も足して使用しましょう。

１ り ん ご　…… 病害虫防除関係 ……

営農情報 栽培インフォメーション 営農情報 栽培インフォメーション
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・気温が高く日差しの強い時期なので熱中症やハウス管理に注意しましょう。
・盆用の菊類の収穫が始まります。高温時の採花を避けつつ、適期切り前での収穫を心掛けましょう。また、遮光
し過ぎると花が小さくなりますのでご注意ください。
・高温が続くとハダニやアブラムシが発生し、低温が続くと白サビ病が発生しやすくなります。よく観察し定期的
な薬剤散布をお願いいたします。
・カンパニュラの来年開花の苗の注文時期です。ハウスの有効利用と春先の収入源になります。作付けをご検討
ください。（定植：10月上旬、開花：４月～６月）

花　　き

野　　菜
１ ながいも
・気温が高くなり始める時期にはコガ類やアブラムシ類、コガネムシが増えるので早めに防除を開始しましょう。
ほ場周辺の除草を行うことで虫害を減らすことができます。除草剤を適切に使用し、ほ場および周辺環境をきれ
いな状態に保ちましょう。また、近年、葉渋病と炭疽病の発生が早まり増加傾向にあります。特に前作で病害虫が
多発したほ場では早い時期から病害虫が発生し、蔓延すると収量・品質の低下に繋がるので早期の予防防除に
努めましょう。発生傾向や有効薬剤などの詳細については講習会資料にてご確認ください。

２ にんにく
・土壌病害虫対策で土壌消毒を行う際には、収穫残渣などを丁寧にロータリー掛けを行い、土壌表面を平らにして
から実施してください。詳しいことは、お近くの営農センターまでお問い合わせください。
・乾燥終了後、出荷用と種子用は別々に保管してください。保管場所は清掃を実施してください。

４ ご ぼ う
・気温が高く推移することが予想されています。
・屋外で作業する場合は熱中症対策を実施してください。
・また、気温が高いと害虫の動きが活発になるため、予防防除を徹底しましょう。
・ほ場内やほ場周辺の除草を行い、病害虫防除のためきれいに管理しましょう。

５ ト マ ト
・30℃以上の高温が続くと通常のかん水では水分不足になりやすくなります。１回あたりの水量を多くしても吸収
量は比例して増えないため、かん水回数を増やしてください。
・高温の影響により生長点にしおれがみられる場合は、ハウスの屋根部に塗布材を塗るか、日中の暑い時間帯に
遮光資材でハウスを覆いましょう。ただし、遮光資材はかけっ放しにしないようにしましょう。
・トマトトーンの早い処理は着果が悪くなるので適期に処理しましょう。適期処理のタイミングは５段花房以降
３～４番花開花始めです。
・トマトトーン処理による糸葉の発生を防止しましょう。トマトトーンが生長点に飛散すると糸葉が発生します。
上向き噴霧の場合は生長点への飛散に注意してください。

６ ミニトマト
・わき芽、摘葉を随時行いましょう。特に６段花房開花以降のわき芽は伸張が早く、草勢の低下、着果不良などの
原因になりますので早めに取りましょう。
・灰色かび病を中心に防除を行いましょう。枯葉や黄色葉は灰色かび病の発生原因となりますので随時摘葉しま
しょう。

９ さやいんげん（スーパーステイヤー）
・今年も高温が予想されます。ほ場が乾燥した時に備え、かん水の準備をしておきましょう。
・乾燥には液体ハイカルック（500倍）等のカルシウム剤の葉面散布が効果的です。
・アザミウマやアブラムシ等の害虫、灰色カビ等の防除を徹底しましょう。

３ ね　　ぎ　…… 軟腐病・ねぎ腐敗病対策で減収しないポイント ……
【軟腐病対策】
・『オリゼメート粒剤』は機械培土開始の２週間前に散布し、抵抗力を付けてから行いましょう。
・根から病原菌の侵入を防ぐ為、高温時や降雨直後の機械培土は避けましょう。
・機械培土は畝を一列飛ばしで時間差を付け、根を一度に切らないように行いましょう。
　※軟腐病はチョットした気遣いで減らせる病気です。減収しないよう作業しましょう。
【ねぎ腐敗病対策】
症状：①高温時に多発する葉身内部の褐色　　②葉身が内部にくぼむ葉（ハート葉）に多い
対策：①登録のある薬剤はない
　　　②連作を避ける　　③ほ場の排水を良好にする　　④病害虫を発生させない
　　　⑤汚染土壌の移動を防ぐため機械類は必ず洗浄する
　　　⑥『機械培土をする前に殺菌剤を散布』し、菌が付着しにくい状況を作る（これが一番大事です）

７ ピーマン　…… 病害虫の発生に注意！ ……
・病害虫発生予防のため、内側に密生した枝は欠き取り風通しを良くしましょう。
・草勢低下を防ぐため適期収穫（Ｌ・Ｍ）での収穫に努めましょう。
・気温が上がるとタバコガ類が発生します。発生初期の防除に努めましょう。
・まとまった降雨があると高温多湿条件となり斑点病が蔓延する要因の一因となります。早期に予防防除を行い
ましょう。
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・『アイスバリア/500倍』を摘心するまでに２～３回散布し、保水力を高め芯焼けや葉の萎れを軽減するように努め
生育促進を図りましょう。
・摘心は目の高さで行い、側枝の伸長を促しましょう。

・高温、干ばつに気を付けましょう。
・水分管理を徹底しましょう。
・気温上昇に伴い、害虫防除を徹底しましょう。

10 きぬさや・スナップ

・今年も気温が高い予想です。高温の場合、多発芽も予想されますので一本仕立てにしましょう。
・高温の場合、ハダニ類の発生が多くなり減収します。発生した場合は早期に防除しましょう。
・近年、短時間のうちに大量に降った雨の滞水による品質低下が見られます。排水対策を講じ集中豪雨に備えましょう。
・高品質の丸いも生産は種づくりから始まります。興味のある方は早めに各営農センターまでご相談ください。

11 丸 い も

・高温、干ばつに留意し、水分管理を徹底しましょう。
・高温、乾燥によるダニ被害に留意し、防除を徹底しましょう。
・こまめな追肥、中耕を心掛けましょう。

12 食 用 菊

・８月になると順に、ソルダム、サマーエンジェル、紅香のしずく、太陽と収穫が始まります。着色、地色の抜け
具合など、品種の特性を踏まえて適期に収穫を行いましょう。サマーエンジェルは、満開後日数（105日程度）を
目安に、着色面積が40～60％程度の果実を収穫しましょう。着色面積が80％以上では糖度が高く食味良好で
あるが、日持ち性が劣りますの注意しましょう。

２ プ ラ ム

・硬核期が終了し、果実肥大に差が見られる時期です。随時園地を見回り、変形果や病害虫の被害果、品質不良化
などを摘果しましょう。また、新梢伸長や葉色を観察し、樹勢が弱いと判断された場合も摘果しましょう。
・せん孔細菌病については、春型枝病斑が多いと６～７月中旬までの新梢葉の発病が多く、重要な伝染源になる
ので、速やかに枝ごと切り取って処分しましょう。

４ 桃

・収穫後は被覆資材をできるだけ早く片付け、礼肥を標準施肥量の20％程度を基準に施しましょう。また、収穫後に
次年度の花芽形成が始まるので、健全な葉を保つとともに、不要な徒長枝を除去し樹冠内部を明るくしましょう。

３ さくらんぼ

・７月中旬以降、花芽分化が進むので早めに摘果を行いましょう(5.5～７頂芽に１果を目安)。また収穫時300ｇ
以下になる小玉果実は８月10日頃の横径：約６㎝以下、８月20日頃の横径：約７㎝以下であるため、この基準
を目安に摘果しましょう。

５ ゼネラル・レクラーク

・カルシウム剤や銅剤の散布で腐敗防止に努めましょう。
・高温による、コナガ・アオムシ被害の防除に努めましょう。
・ゲリラ豪雨に備え、早めの追肥で中耕作業を済ませましょう。

13 ブロッコリー

果　　樹

〇散布間隔は15日以上空けないようにし、散布予定日に降雨が予想される時は、事前散布に徹しましょう。
〇長雨対策
・薬剤散布後の長雨対策として、展着剤アビオンE1000倍の加用散布を検討しましょう。
〇褐斑病対策
・前年に発生が多かった園地や冷涼な気候が続く場合は、７月半ば又は７月末の基準薬剤にオンリーワンフロアブル
2000倍も足して使用しましょう。

１ り ん ご　…… 病害虫防除関係 ……

営農情報 栽培インフォメーション 営農情報 栽培インフォメーション
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職 　 　 員
（ 準 職 員 含 む ）

貯 　 　 金

Ｊ Ａ の す が た
令和７年６月末現在

貸 出 金
長期共済保有高

出 資 金

組 合 員 数

役 　 　 員

購買品供給高

販売品販売高

理事会だより

289人

341億円
3,172億円
30.5億円
（令和６年度）

94.2億円
（令和６年度）

正 ９，５３２人
准  ４，７１８人
計 １４，２５０人

27人

980億円
34.7億円

定例理事会（６／30開催）

案　　件

議案第１号　行政庁提出用業務報告書について

議案第２号　理事の報酬配分について

議案第３号　役員賠償責任保険について

議案第４号　無料職業紹介事業業務の運営に
関する規程の一部変更について

議案第５号　就業規則の一部変更について

議案第６号　理事に対する利益相反取引に
ついて

議案第７号　農産物販売仮渡金の支払いに
ついて

報告事項

第　１　号　組合員の加入及び脱退等について

第　２　号　監事の報酬配分について

第　３　号　監事監査報告書について

第　４　号　持続可能な収益性確保のための
取り組みの一部修正について

第　５　号　令和６年度部会組織助成金使途
報告について

第　６　号　マネー・ローンダリング等の
防止にかかる対応状況について

第　７　号　マネー・ローンダリング等資金
供与対策に係る報告について

第　８　号　貸付条件変更について

第　９　号　ローン融資要項の一部変更に
ついて

第　10　号　職員の賞罰について

第　11　号　人事異動について

第　12　号　各部の事業実績並びに業務報告
について

第　13　号　常勤役員・参事の主要行事出席
と行事予定について

軽トラ市

活 動 リ ポ ー ト Report

　女性部は６月21
日、上長本店職員駐
車場で今年度１回目
の軽トラ市を開催し
ました。自分たちで
栽培した新鮮な野菜
や果物を軽トラック
の荷台で販売。その
ほか、花、手作りホウ
キ、串もち、田楽や
まんじゅうなど積んだ15台が並び、地域住民で賑わいました。
　今年度からお楽しみ抽選会を行っています。お米や野菜が当た
るとあり、大勢の来場者が並び、アルファベットが読み上げられ

るごとに歓声が上
がっていました。
　また、八戸こど
も宅食「おすそわけ
便」に部員が野菜を
無償提供し、こど
も食堂や配布会で
使用されます。

女性部

JAカレンダー

得する・役に立つ・元気が出る「家の光」８月号のご紹介

８ August

定価 629円（税込）

ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

定価 629円（税込）

ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

〈特集〉
体調を整え、
夏バテ知らず！
栄養たっぷり
夏ごはん

農ライフのすすめ
暑くてもだいじょうぶ！
きれいに魅せる
夏の庭

・〈手芸〉ヴィンテージ風がおしゃれ！
　　　空き缶で作るリメイク鉢
・終戦から80年 戦争を伝える
・専門医が教える 肩の痛みが軽くなる うちわあおぎ

1617

1
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

●やすらぎホール南部オープニング内覧会2
土
3
日
4
月
5
火
6
水
7
木
●ご葬儀事前相談窓口（五戸支店）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

8
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

9
土
10
日
11
月
●山の日
●軽トラ市（上長本店職員駐車場）

12
火
13
水
14
木
15
金

16
土
17
日
18
月
19
火
20
水
21
木
●ご葬儀事前相談窓口（五戸営農センター（東部））
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

22
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

23
土
24
日
25
月
26
火
27
水
28
木
●定例理事会（営農経済本部）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

29
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

30
土
31
日

　５月28日、田子
町の八坂神社境内に
ある豊受神社にて、
奉納祭礼を行いま
した。
　合併前から毎年行
われる行事で、田子
地区の役員のほか、
三戸支店、三戸営農

経済センターの職員が参加し執り行われました。
　鯛の尾頭付きやお米、お酒等をお供えし、女性部田子支部手作り
のよもぎ餅を加え、昨年の感謝と今年も豊作による農業の繁栄を
祈願しました。

豊受神社へ豊作願い祭礼
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　栽培インフォメーション
をじっくりと読みました。
参考になります。
　八菜館のオクラの苗が丈夫
でとても良いです。

八戸市尻内町（Ｍさん）

　 健 康 の た め 、 私 は 早 朝
散歩をしています。コース
は田んぼの周りを30分ほど
歩きます。田植えも済み早苗
がずいぶん成長しました。
広い田んぼ一面緑一色にな
り、空気も新鮮で最高です。

八戸市上野（Ｓさん）

　 今 年 は 天 気 に 恵 ま れ た
せいか６月に白菜ときゅう
りが収穫できました。なす
ももう少しです。びっくり
です。

八戸市小田（Ｋさん）

ローン相談会
農家組合員以外の方でも是非ご相談ください！！

平日はお忙しいお客様と土曜日に
ご相談させていただきます。
ご予約のない方もお気軽にご来場くださいませ。 情報　

掲示板
■ローン相談会のお問い合わせはお気軽にこちらまで
　〈下長支店〉ＴＥＬ：0178－20－1391

　　　　 　住　所：八戸市大字河原木字河原木後10

土令和７年８月16日開催日

午前９時～正午時　間

下長中
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ガソリンスタンド
●下長小○文
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会場ご案内図

『ＪＡとのお取引はこれから』というお客様もお気軽にどうぞ!! 

編集後記

　７月７日は七夕。「そうめん
の日」ともいわれているそう
です。平安の古来より七夕
にそうめんを食べると願い
事が叶うといわれています。
皆さんは７日の日は何を召し
上がりましたか。○た

毎月
第２金曜日は
JAーSSの日！

開催期間

令和７年６月
▼

令和８年３月
まで

クロスワードの答えの応募方法クロスワードの答えの応募方法

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
「ホシガキ」

クロスワードを解いて、Ａ→Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。
※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

賞品の発送をもって当選
発表とさせていただきます。

６月号の当選者
おめでとう
ございます

（出題）ニコリ

クロスワード

頭の体操
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※2024年10月１日からハガキの郵便
料金が85円に変更となりました。不足
の場合はお手数でも切手を貼って投函し
ていただきますようお願いいたします。

※ご応募いただいた皆様の個人情報は、「皆様
のお声」コーナーでのご紹介及び、クイズ
当選者への賞品発送にのみ、使用させて
いただきます。  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E

「ネガイゴト」

　ハガキに「クロスワードの答え」と「ＪＡや本誌に対するご意見・
ご感想」をご記入の上、どしどしご応募ください。
　正解者の中から抽選でグリーンセンター・ＪＡ農産物直売所・
㈱ぱるじゃサービス各給油所・Ａコープ店で利用できる商品券
1,000円分を５名様に差し上げます。

６月号のクロスワードの答え

皆様のお声
皆様からいただいた
ご意見・ご感想を
ご紹介いたします

JASS

開催期間
令和7年6月
JA-SSの日キャンペーン
和8年3月
県内JA-SSで、ガソリンまたは軽油をレシートに「当たり」が出たらその場で賞品を進呈!
2,000円(税込)以上給油で

毎月第2金曜日開催!
はイメージです、やむを得ず、 場合がございます。あらかじめございます。ーしていない店舗がございま
す。キャンペーン

ネピア
ネピネピティシュ150組

５個パック

令和７年
 6 /13［金］
令和７年
 7 /11［金］

チョコレート
詰め合わせセット

令和８年
 2 /13［金］
令和８年
 3 /13［金］

㈱ぱるじゃサービスからのお知らせ

お問い合わせ　本社  TEL：0178－70－7781

金色のタンブラー&
アイスストーンセット

令和７年
 8 / 8 ［金］
令和７年
 9 /12［金］

キッチンバラエティ
3点セット

※一部セット内容や容量が変わる
ことがございます。

令和７年
12/12［金］
令和８年
 1 / 9 ［金］

ネピア
ネピネピトイレットロール

1.5倍巻き
８ロール・ダブル

令和７年
10/10［金］
令和７年
11/14［金］

※賞品画像はイメージです。やむを得ず、別の賞品に変更となる場合がござ
います。あらかじめご了承願います。※一部実施していない店舗がござい
ます。キャンペーン開催店舗は、店頭ポスター・のぼりが目印です。
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　栽培インフォメーション
をじっくりと読みました。
参考になります。
　八菜館のオクラの苗が丈夫
でとても良いです。

八戸市尻内町（Ｍさん）

　 健 康 の た め 、 私 は 早 朝
散歩をしています。コース
は田んぼの周りを30分ほど
歩きます。田植えも済み早苗
がずいぶん成長しました。
広い田んぼ一面緑一色にな
り、空気も新鮮で最高です。

八戸市上野（Ｓさん）

　 今 年 は 天 気 に 恵 ま れ た
せいか６月に白菜ときゅう
りが収穫できました。なす
ももう少しです。びっくり
です。

八戸市小田（Ｋさん）

ローン相談会
農家組合員以外の方でも是非ご相談ください！！

平日はお忙しいお客様と土曜日に
ご相談させていただきます。
ご予約のない方もお気軽にご来場くださいませ。 情報　

掲示板
■ローン相談会のお問い合わせはお気軽にこちらまで
　〈下長支店〉ＴＥＬ：0178－20－1391

　　　　 　住　所：八戸市大字河原木字河原木後10

土令和７年８月16日開催日

午前９時～正午時　間

下長中
○文

至
階
上
町

至おいらせ町

会場

●ドコモショップ下長

デープロ●

ユニバース●

●
トヨタカローラ八戸

下長支店

ガソリンスタンド
●下長小○文

45

会場ご案内図

『ＪＡとのお取引はこれから』というお客様もお気軽にどうぞ!! 

編集後記

　７月７日は七夕。「そうめん
の日」ともいわれているそう
です。平安の古来より七夕
にそうめんを食べると願い
事が叶うといわれています。
皆さんは７日の日は何を召し
上がりましたか。○た

毎月
第２金曜日は
JAーSSの日！

開催期間

令和７年６月
▼

令和８年３月
まで

クロスワードの答えの応募方法クロスワードの答えの応募方法

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
「ホシガキ」

クロスワードを解いて、Ａ→Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

賞品の発送をもって当選
発表とさせていただきます。

６月号の当選者
おめでとう
ございます

（出題）ニコリ

クロスワード

頭の体操

　

８月15日の
消印まで有効

しめ切り
タテのカギ ヨコのカギ

郵 便 は が き

●
答
え
　
○
○
○
○
○

●
郵
便
番
号

●
住
所

●
氏
名
・
年
齢

●
電
話
番
号

●
本
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想

  

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

青
森
県
八
戸
市
大
字

　
尻
内
町
字
内
矢
沢
２
番
地
５

Ｊ
Ａ
八
戸

　
　 

総
務
課
行

０３９ １１０１85

※2024年10月１日からハガキの郵便
料金が85円に変更となりました。不足
の場合はお手数でも切手を貼って投函し
ていただきますようお願いいたします。

※ご応募いただいた皆様の個人情報は、「皆様
のお声」コーナーでのご紹介及び、クイズ
当選者への賞品発送にのみ、使用させて
いただきます。  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E

「ネガイゴト」

　ハガキに「クロスワードの答え」と「ＪＡや本誌に対するご意見・
ご感想」をご記入の上、どしどしご応募ください。
　正解者の中から抽選でグリーンセンター・ＪＡ農産物直売所・
㈱ぱるじゃサービス各給油所・Ａコープ店で利用できる商品券
1,000円分を５名様に差し上げます。

６月号のクロスワードの答え

皆様のお声
皆様からいただいた
ご意見・ご感想を
ご紹介いたします

JASS

開催期間
令和7年6月
JA-SSの日キャンペーン
和8年3月
県内JA-SSで、ガソリンまたは軽油をレシートに「当たり」が出たらその場で賞品を進呈!
2,000円(税込)以上給油で

毎月第2金曜日開催!
はイメージです、やむを得ず、 場合がございます。あらかじめございます。ーしていない店舗がございま
す。キャンペーン

ネピア
ネピネピティシュ150組

５個パック

令和７年
 6 /13［金］
令和７年
 7 /11［金］

チョコレート
詰め合わせセット

令和８年
 2 /13［金］
令和８年
 3 /13［金］

㈱ぱるじゃサービスからのお知らせ

お問い合わせ　本社  TEL：0178－70－7781

金色のタンブラー&
アイスストーンセット

令和７年
 8 / 8 ［金］
令和７年
 9 /12［金］

キッチンバラエティ
3点セット

※一部セット内容や容量が変わる
ことがございます。

令和７年
12/12［金］
令和８年
 1 / 9 ［金］

ネピア
ネピネピトイレットロール

1.5倍巻き
８ロール・ダブル

令和７年
10/10［金］
令和７年
11/14［金］

※賞品画像はイメージです。やむを得ず、別の賞品に変更となる場合がござ
います。あらかじめご了承願います。※一部実施していない店舗がござい
ます。キャンペーン開催店舗は、店頭ポスター・のぼりが目印です。



平面図（片面）

来場
特典 ご来場の方に粗品進呈！

（数に限りがございますのでなくなり次第終了）

会場
出店 女性部による

飲食出店もあります！

平 面 図
キッチン
スペース

物入

物
入

安置室

リビング

祭壇

廊下

洗面・
シャワー
ルーム

トイレ

玄関

●リビング・安置室
故人様と一緒にお過ごしいただけ
ます。
またリビングと安置室の両部屋を
１つにすることで、少人数での家族
葬会場としても対応できます。 

●キッチンスペース
簡単な調理も可能です。鍋や皿なども
備えつけております。
●洗面・シャワールーム

シャワールームを完備しております。
ご自宅の感覚でゆったりとお過ごし
いただけます。 

会場までのアクセス案内図

住所
〒039－0106
青森県三戸郡南部町相内上ノ平43－4

（ＪＡ八戸 南部支店敷地内）

●ＪＡ八戸 南部支店
　　Honda Cars 
　●八戸西 南部店様●高橋商事様

やすらぎホール南部

国道４号線

馬淵川

2025年８月２日土 9：00～15：00
オープニング内覧会 ＪＡ葬祭

・ご遺体の安置・控室としてご利用いただけるほか、10名前後での家族葬会場としても対応可能です。 
・五戸町のあぐりプラザ「やすらぎホール」同様、２組までご利用いただける構造となっております。 

家族葬棟
やすらぎホール南部

※写真はイメージです。
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八戸農業協同組合
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